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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月14日(2009.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同じ色で異なる吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ所定のピッチで配列した複
数の列を、該複数の列それぞれの前記配列の方向に実質的に直交する方向に配列した記録
ヘッドにおいて、
　前記複数の列には、同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列した
列が複数含まれ、該同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列した複
数の列は、互いに隣接して配置されることを特徴とする記録ヘッド。
【請求項２】
　前記複数の列には、異なる色のインクそれぞれについて、前記同じ色で同じ吐出量のイ
ンクを吐出する吐出口をそれぞれ配列した複数の列が含まれ、前記異なる色のインクそれ
ぞれの、前記同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列した複数の列
の組は、互いに隣接して配置されることを特徴とする請求項１に記載の記録ヘッド。
【請求項３】
　同じ色のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列した２つの前記列からなる吐出口列で
あって、第１の色の種類のインクを吐出する第１と第５の吐出口列、第２の色の種類のイ
ンクを吐出する第２と第４の吐出口列、および第３の色の種類のインクを吐出する第３の
吐出口列の少なくとも３種のインクを吐出する複数の吐出口列を配設し、
　前記第１の吐出口列と前記第２の吐出口列は隣接し、前記第１と第２の吐出口列から吐
出されるインクの吐出量（Ｖａ）は実質的に同一であり、前記第４の吐出口列と前記第５
の吐出口列は隣接し、前記第４と第５の吐出口列から吐出されるインクの吐出量（Ｖｂ）
は実質的に同一であり、かつＶａとＶｂは異なる吐出量であることを特徴とする請求項１
または２に記載の記録ヘッド。
【請求項４】
　前記第１と第２の吐出口列の配列ピッチと、前記第４と第５の吐出口列の配列ピッチは
異なり、相対的に吐出量の小さい吐出口列の配列ピッチは、相対的に吐出量の大きい吐出
口列の配列ピッチより小さいことを特徴とする請求項３に記載の記録ヘッド。
【請求項５】
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　同じ色で異なる吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ所定のピッチで配列した複
数の列を、該複数の列それぞれの前記配列の方向に実質的に直交する方向に配列した記録
ヘッドであって、前記複数の列には、同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそ
れぞれ配列した列が複数含まれ、該同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそれ
ぞれ配列した複数の列は、互いに隣接して配置された記録ヘッドを用い、記録媒体にイン
クを吐出して記録を行うインクジェット記録装置において、
　複数の記録モードで記録動作を実行する記録制御手段、
を具え、前記記録制御手段は、同じ色のインクを吐出する吐出口からなる前記複数の列の
うち、より少ない吐出量のインクを吐出する吐出口を配列した前記複数の列のみを用いた
記録モードを実行することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項６】
　前記複数の列には、異なる色のインクそれぞれについて、前記同じ色で同じ吐出量のイ
ンクを吐出する吐出口をそれぞれ配列した複数の列が含まれ、前記異なる色のインクそれ
ぞれの、前記同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列した複数の列
の組は、互いに隣接して配置されたことを特徴とする請求項５に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項７】
　同じ色のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列した２つの前記列からなる吐出口列で
あって、第１の色の種類のインクを吐出する第１と第５の吐出口列、第２の色の種類のイ
ンクを吐出する第２と第４の吐出口列、および第３の色の種類のインクを吐出する第３の
吐出口列の少なくとも３種のインクを吐出する複数の吐出口列を配設し、
　前記第１の吐出口列と前記第２の吐出口列は隣接し、前記第１と第２の吐出口列から吐
出されるインクの吐出量（Ｖａ）は実質的に同一であり、前記第４の吐出口列と前記第５
の吐出口列は隣接し、前記第４と第５の吐出口列から吐出されるインクの吐出量（Ｖｂ）
は実質的に同一であり、かつＶａとＶｂは異なる吐出量であることを特徴とする請求項５
または６に記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記第１の吐出口列と第２の吐出口列から吐出されるインクの吐出駆動周波数と、前記
第４の吐出口列と第５の吐出口列から吐出されるインクの吐出駆動周波数とは異なり、相
対的に吐出量の少ないインクの吐出駆動周波数は、相対的に吐出量の多いインクの吐出駆
動周波数より大きいことを特徴とする請求項７に記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　記録媒体に対して往復記録時に、前記第１の吐出口列または第２の吐出口列から吐出さ
れる液滴の吐出量（Ｖａ）と前記第４の吐出口列または第５の吐出口列から吐出される液
滴の吐出量（Ｖｂ）がＶａ＜Ｖｂである場合、前記第１の吐出口列または第２の吐出口列
から吐出される液滴の記録媒体に対する単位画素当たりの打ち込みドット数に対して、前
記第４の吐出口列または第５の吐出口列から吐出されるインクの打ち込みドットは間引い
て打ち込み、かつ、前記第１の吐出口列または第２の吐出口列から吐出される液滴の記録
媒体に対する単位画素当たりの吐出量は、前記第４の吐出口列又は第５の吐出口列から吐
出される液滴の記録媒体に対する単位画素当たりの吐出量と同じであることを特徴とする
請求項７または８に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１０】
　前記第１の吐出口列と第２の吐出口列の吐出口列間のピッチは、前記第３の吐出口列と
第４の吐出口列と第５の吐出口列の吐出口間のピッチとは異なり、相対的に吐出量の少な
い前記第１の吐出口列と第２の吐出口列との吐出口列間のピッチは、相対的に吐出量の多
い前記第３の吐出口列と第４の吐出口列と第５の吐出口列との吐出口列間のピッチより小
さいことを特徴とする請求項７に記載のインクジェット記録装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかし、特許文献１に記載されるような構成では、記録ヘッドの副走査方向の長さが長
くなり、結果として、装置の大型化を招く問題がある。一方、特許文献２や特許文献３に
記載されているように複数の記録ヘッドを組み合わせた構成では、走査方向に対して記録
ヘッドの幅が増大するために、装置が走査方向に大型化するという問題がある。このよう
な走査方向に対する記録ヘッドの大型化は、走査時間の増大にもつながるため、高速記録
の観点からも望ましいものではない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　そのために本発明では、同じ色で異なる吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ所
定のピッチで配列した複数の列（例えば、図８のシアン吐出口の列２１ａ、２１ｂ、２５
ａ、２５ｂ）を、該複数の列それぞれの前記配列の方向に実質的に直交する方向に配列し
た記録ヘッドにおいて、前記複数の列には、同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出
口をそれぞれ配列した列が複数含まれ、該同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口
をそれぞれ配列した複数の列（２１ａ、２１ｂ）は、互いに隣接して配置されることを特
徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　好ましくは、前記複数の列には、異なる色のインクそれぞれについて、前記同じ色で同
じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列した複数の列が含まれ、前記異なる色
のインクそれぞれの、前記同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列
した複数の列の組（図８のシアンおよびマゼンタ吐出口の列２１ａ、２１ｂ、２２ａ、２
２ｂ）は、互いに隣接して配置されることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、同じ色で異なる吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ所定のピッチで配列
した複数の列（例えば、図８のシアン吐出口の列２１ａ、２１ｂ、２５ａ、２５ｂ）を、
該複数の列それぞれの前記配列の方向に実質的に直交する方向に配列した記録ヘッドであ
って、前記複数の列には、同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列
した列が複数含まれ、該同じ色で同じ吐出量のインクを吐出する吐出口をそれぞれ配列し
た複数の列（２１ａ、２１ｂ）は、互いに隣接して配置された記録ヘッドを用い、記録媒
体にインクを吐出して記録を行うインクジェット記録装置において、複数の記録モードで
記録動作を実行する記録制御手段、を具え、前記記録制御手段は、同じ色のインクを吐出
する吐出口からなる前記複数の列のうち、より少ない吐出量のインクを吐出する吐出口を
配列した前記複数の列のみを用いた記録モードを実行することを特徴とする。
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　図９（ａ）～（ｃ）において、第１～第５の吐出口列は、それぞれの吐出口列を形成す
る吐出口群ａ列、ｂ列の各吐出口群が走査方向に対して略垂直に配設されている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　本実施形態では、第１～第２の吐出口列を形成するａ列とｂ列の吐出口群は、いずれも
２５６個の吐出口がｔ１＝約２１μｍ（１／１２００インチ）のピッチでそれぞれの吐出
口群を形成しれている。それぞれの吐出口列の２つの吐出口群はいずれも、小サイズの吐
出口を副走査方向における同じ位置に配設したものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　以上のとおり、第１と第２の吐出口列それぞれの２つの吐出口群の吐出口配列ピッチを
第１の実施形態に示したものの１／２倍にした点が第１実施形態と異なる。記録方法は第
１の実施形態と同様であり、これにより、第１から第５の吐出口列から吐出される液滴の
駆動周波数を総て１５ＫＨｚとすることができる。すなわち、図５（ｂ）、（ｃ）、図６
（ｂ）に示す走査方向の２つの小ドットを形成するのに、第１吐出口列または第２吐出口
列の２つの列ａ、ｂの吐出口を用いることができる。これにより、それぞれの駆動周波数
を、第１実施形態の構成に較べて半分にすることができる。
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